
 

「ＨＰ掲載文」 

 

平成 26年 4月 1日から平成 27 年 11 月 30 日の間に川崎医科大学附属病院 

で手指切断と診断され、手術を受けられた患者さんへのお知らせ 

課題名： 指再接着術を受けた患者の術後看護の検討 

 川崎医科大学附属病院 13 階西病棟では、川崎医科大学・同附属病院倫理委員会の承認を得て、

平成 26年 4月 1 日から平成 27年 11 月 30 日の間に、当院において手指切断と診断され、手術を受

けられた患者さんについて、術後看護を検討するための症例検討研究を実施します。 

 

当病棟では年間約 30 名の患者が指再接着術を受けています。再接着術を受けた患者さんは、血

流を保つため10日から2週間のあいだ安静にする必要があり、日常生活動作の制限を強いられます。

また、病室内の温度管理や再接着指の観察を行う医療者の頻回な訪室など様々な環境の変化を受け

ます。緊急手術のため外来で医師による説明と同意の取得を行っていますが、術後の管理について

十分に理解できず、イメージできないまま環境の変化に対応しなくてはなりません。高血圧、糖尿

病、心疾患等の基礎疾患が多い方が増え、安静により合併症を併発するリスクが高いため、再接着

指の血流に変化をきたしやすいです。そこで本研究では当病棟で行っている術後看護の現状を把握

し、術後管理を行う上での問題となる要因を明らかにすることを目的とします。 

 

研究期間は、倫理委員会承認日から平成 29年 3月 31 日の予定です。 

 

 治療介入を伴わない既存資料(電子カルテ情報)のみを用いた後方視的研究であるため、新たに人

体試料は採取しません。個人が直接同定されうる情報は収集いたしません。 

なお、今回の研究データを将来の研究のために用いたり、他の研究機関に提供する可能性があり

ます。その際には研究課題について倫理委員会の審査を再度受け承認を得て実施いたします。 

  

研究をするために必要な資金をスポンサー（製薬会社等）から提供してもらうことにより、その

結果の判断に利害が発生し、結果の判断にひずみが起こりかねない状態を利益相反状態といいます。 

本研究資金は、病棟詰所費によって行うため、研究結果に影響を及ぼしかねない資金の受入れ及

び使用はありません。本研究における主任研究者及び分担研究者は深刻な利益相反の状態になって

いません。 

 

研究に関してご質問のある方や研究への参加を希望されない方は、下記までご一報下さいますよ

うお願い致します。 

 

 

【問い合わせ先】 

  担当者：所属 川崎医科大学附属病院 13 階西病棟 職名 看護師  氏名 山城 昌紀 

TEL：086－462－1111（内線 13140） 

 

 
 


